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国際交流センター

について



大東文化大学国際交流センターでは、
以下のようなサポートを行っています。

★海外留学についての情報提供、準備サ
ポート、面談等

★語学検定試験のご案内、検定料補助の
受付、留学における語学学習のアドバイ
ス



留学とは



留学とは？

★大きく２種類

•学部留学

•語学留学

→現地学生と同じ授業を履修できる学部留学を目指す

★語学留学の場合の留学先は２種類

•民間の語学学校

•大学付属の語学学校（語学コース）

民間の語学学校ではなく大学付属の語学学校/コースを
選択することが前提になります。



留学へどのように行くか？

★大きく２パターン
•大学の留学制度を使う

→単位認定、給付奨学金などの特典付き

→学内の選考試験を受ける必要がある

情報収集の上、自分にあった留学制度を見つけること
がカギ

•自分ですべて準備する（私費留学→在学／休学）

→選考試験もなく、好きな時に好きな留学先へ

（留学先大学は、所属の学部事務室・教員へ相談必要）



悔いのない留学にするために

•早めの準備

•自分で調べる、解決する努力をする

•困ったときは周りに相談

•自分の意見を持つ

•留学前から語学力を毎日磨く

•大東の成績を上げておく（選考試験のため、留学費用
軽減のため）

•自分の留学計画と目標を作っておく



大東の留学制度



留学制度 詳細ページ



留学制度 詳細ページ



★協定校留学制度（長期）

★奨学金留学制度（長期）

★減免留学制度（長期）

★私費留学（在学／休学）（長期）

★短期語学研修（短期）

★学科主催の語学研修（短～中期）

留学制度



◎大東の協定校から留学したい大学を選び留学する制度です

①英語圏

②中国語圏

③アジア・アフリカ圏

④フランス語圏

⑤ドイツ語圏

★留学のための奨学金を大東から支給（給付型）

★留学先（協定校）の授業料は免除

(コース等によっては免除されない場合もあります。)

★留学期間は１年（１２ヶ月）以内

★単位振替あり

協定校留学制度

希望する語学によって、
選考試験のスケジュール
や担当者が異なります。



◎自分の行きたい大学を自由に選び、留学する制度です。

※留学先は、所属の学部・学科での承認が必要です。

★各学科１～３名の派遣枠

★留学のための奨学金を大東から支給
（給付型）

★留学先の授業料は免除になりません

★留学期間は１年（１２ヶ月）以内

★単位振替あり

奨学金留学制度



２つの制度に共通すること
（協定校留学制度＆奨学金留学制度）

＜共通点＞

★学内で行われる選考試験に申込み・受験する

★留学のための奨学金を大東から支給します（給付型）

★留学期間は１年（１２ヶ月）以内

★留学期間中は大東文化大学に在学していること

（学費納入が必要）

★大東文化大学、現地大学でしっかり単位を取れれば、４年間
で卒業可能

留学１年 ＋ 大東３年 ＝ ４年間で卒業



２つの制度に共通すること
（協定校留学制度＆奨学金留学制度）

★学内で行われる選考試験に申込み・受験する

協定校留学の選考試験

(2026年4月現在)

奨学金留学の選考試験：

東松山教務事務室／学部事務室で申込方法や試験日程を確認

※英語圏の留学を申込む場合は、申込みの時点で語学試験スコ
アの提出が必要な場合があります。

留学先 中国語圏 英語圏
アジア・

アフリカ圏
フランス語圏 ドイツ語圏

応募期間 ７月中旬～ ７月中旬～ ７月中旬～ ７月上旬～ ９月～

選考試験日 ９月上旬 ９月上旬 ９月上旬 ７月下旬 １０月上旬



①本学への学費の支払

②留学期間

③単位認定

大東の２大制度の細かな違い
『協定校留学』と『奨学金留学』

①対象の学生と選考方法（学内選考試験）

②留学先の決定方法

③留学先の授業料の支払

④奨学金の支給額（給付型）

⑤問合せ窓口

共通点

相違点



協定校留学 奨学金留学（選考試験について）

国際交流センター

HPで募集要項を確認

中国語圏：9月上旬試験実施

英語圏： ９月上旬試験実施

アジア・アフリカ圏：

9月上旬試験実施

フランス語圏：７月下旬試験実施

ドイツ語圏：１０月上旬試験実施

東松山教務事務室 または所
属の学部事務室

※学部・学科により申込期間や申込
基準が異なります。

学部事務室：学部ごとに設置されて
いる窓口

１,2年生の中で、国際関係学部、ス
ポーツ健康科学部以外の方は東松山
教務事務室へ

※留学先の選定や留学生活に関する
ことは、国際交流センターへご相談く
ださい。

問い合わせ窓口



◎留学先（協定校）の授業料が減免されるプログラムへ留学

する制度です。

★アメリカ4大学、イギリス１大学（予定）

★留学先（協定校）の授業料が減免

★派遣人数の上限なし

★奨学金は給付なし

★留学期間は1年（12ヶ月）以内

★単位振替あり

減免留学制度 （英語圏）



• https://www.daito.ac.jp/in
ternational_exchange/stud
yabroad/

留学制度 比較表

https://www.daito.ac.jp/international_exchange/studyabroad/


◎英語学科、中国語学科を対象とした制度です。

【英語学科】
★アメリカ、ドイツ、カナダ（フランス語圏）の協定校留学

留学期間は1年（12ヶ月）以内

★ニュージーランドへの中期留学

留学期間は12週間（約3か月間）

【中国語学科】
★ダブルディグリープログラム（中国の３大学）

留学期間は2年間

※問合せ先は、各学科事務室になります。

学科協定留学



Step1 情報収集（留学先や国を調べる）

Step2 語学力を高める（学内試験を受験）

Step3 願書と必要書類の準備・送付＆審査

Step4 留学先からの入学許可書を受け取る

Step5 ビザの申請

Step6 航空券や保険の手配

Step7 出発準備

Step8 出発

1年前

1年後
留学は思い立ってすぐ出発ができません。

留学準備を始めてから留学するまでには1年はかかります。

長期留学（１年間）の流れ



留学費用



大東の学費

¥998,400～

留学先授業料

¥400,000
～

寮費と生活費

¥600,000～

航空券
¥200,000～

海外旅行保険

～¥100,000

諸費用
¥50,000～

【中国語圏】 合計2,500,000円は最低限準備

【英語圏】 合計4,000,000円は最低限準備

注 意！！

※大東の学費は支払います。（留学制度を使用する場合）

※ここに出ているのは一例です。実際に留学する国・地域・個人により費用は異なり
ます。

※協定校留学制度や奨学金留学制度を利用する場合の待遇は、上記に含まれていま
せん。

１年間の留学費用



奨学金（給付型）の情報

★協定校留学

月々の奨学経費３０,０００円/月

★奨学金留学

①月々の奨学経費（５５,０００～１０７,０
００円/月）＋航空券代（往復）

≪上限１,０００,０００円≫

②加算支給額

（＝本学の授業料を上限に実費支給）

≪上限７１３,０００円

～１,０００,０００円≫

•前年度２～３月出発→年度明け４月

•４月以降出発→出発後１～１ヶ月半後

•学生本人の銀行口座（日本）

•一括で支払い

•留学前の奨学金受給不可

•本人以外の口座への支給不可

支給金額 支給時期

支給方法

注意点



留学前に必要な費用
•航空券代

•海外旅行傷害保険代

•ビザ代金

ビザ代金は国によって金額が大き
く異なる

•パスポート申請代

パスポートの有効期限に応じて、
留学前に更新が必要

•留学申請手続き料

留学先大学によって発生

協定校の多くは免除

•滞在先費用

大学寮はクレジットカードで支払い
が多く、基本は学期ごとの支払い

ホームステイは、毎月ホストファミ
リーへ現金で手渡しや、クレジット
カードで支払い

•現地授業料

学期ごとに支払い

一部の国では留学前だが、出発直
後に支払いの国が多い

（オーストラリアの大学は海外送金
、中国は現地で口座振込、その他
の国はクレジットカードで支払いが
多い）



銀行残高証明書
•なぜ？

現地で学業に専念できる準備がで
きているかを証明

現地で違法な就労をせずに生活を
送れるかを証明

•いつ？

留学先への出願（留学の申込）時

ビザ申請時

それぞれコピーを提出する場合が
ほとんど

•どうやって？

口座を持つ銀行の窓口にて英文で
発行依頼をする

•だれの？

本人または家族（合算も可）



留学後のお金の管理
•日本のクレジットカード、デビット
カード

必須（ビザカードとマスターカード
の2枚が安心）

キャッシング機能で海外にある
ATMでも現地通貨を引出可能

•現金

使い勝手が良い

紛失時に戻らない

持ち歩きは危険

現地ですぐに必要な額のみ用意

•プリペイドカード

クレジットカードとほぼ同じように
使用可

VISA, Plus, Mater Cardのマ
ークがついているATMで先に入
金しておき、その範囲で支払い可
能

•現地銀行口座

必須ではない

現金引き出しがしやすい

クレジットカードが作成できれば手
数料は一番安い

ご家族からまとまった金額を送金
可能



学外のオススメ奨学金①

•ここから確認↓



学外のオススメ奨学金②

こちらから確認↓



短期語学研修



◎夏休みや春休み中に海外で語学を学ぶ研修です。

（２～４週間）

（主な研修先）

★台湾 台湾師範大学

★オーストラリア グリフィス大学

★マルタ共和国 マルタ大学

★アメリカ ハワイ大学

★カナダ カモーソンカレッジ

合計10～15プログラムほどご用意しております。

短期語学研修



時期 夏休み参加（8~9月上旬） 春休みに参加（2~3月）

4月下旬~5月 学内で説明会へ参加 -

5~6月 催行会社へお申込＆前払い金の支
払い

-

6~7月 単位認定、保険加入の手続き、事前
説明会参加

-

8~9月 留学 -

9月下旬~10月 国際交流センターへ成績証明書の提
出

学内で説明会へ参加

10~11月 - 催行会社へお申込＆前払い金の支払
い

12~1月 - 単位認定、保険加入の手続き、事前
説明会参加

2~3月 - 留学

3月下旬 - 国際交流センターへ成績証明書の提
出

短期語学研修 参加までのステップ



•協定校へのプログラム限定で参加者全員
に3万円の給付型奨学金を支給（グリフィ
ス大学、マルタ大学、カモーソンカレッジ）

•単位認定あり（所属の学部学科によって科
目や単位数が異なる）

•大東文化大学での授業を休まず参加可能

国際交流センター紹介による
短期語学研修の参加メリット



条件

•国際交流センターが紹介する長期休暇中に催行される短期留学に参加する

（新1年生は春期休暇以降の参加の場合）

•一定の成績を修めている（GPAによる基準）

支給額

•①70,000円 カナダ、アメリカ、アイルランド、マルタ、イギリス

•②60,000円 マレーシア、フィリピン、オーストラリア、ニュージーランド

•③50,000円 台湾、中国

※協定校の短期語学研修で支給される3万円の奨学金との併給は可能

※学生本人からの申込みではなく、当センターより対象者へ連絡の上、支給

あおぎり募金奨学金（給付型）



語学試験



◎英語圏への留学を考えている方は、

TOEFL®またはIELTSの受験をお勧めします。

★ TOEFL-iBT®またはIELTS 

⇒留学に必要（アカデミック英語）

（英国、豪州などはIELTSが主流）

★ TOEIC®

⇒就職活動に利用（ビジネス英語）

英語の試験



◎大東を試験会場としてTOEFL ITP®テストを実施します

★年４回実施

★受験料３,９５０円

※試験を受けるためには決められた受付期間に申込みが必要です。

詳細：大東HP⇒国際交流⇒海外留学希望者への支援⇒英語能力試験

TOEFL- ITP®テスト （2026年度 ）

募集期間 4/16-4/22 5/7-5/13 5/28-6/3 6/25-7/1

試験日 5/23(土) 6/13(土) 7/4(土) 8/3(月)

TOEFL ITP®テスト



語学検定試験

助成制度



◎2026年度に実施される各種語学検定試験について、受験
料の７割（２万円を上限）を助成します。

【第１回受付期間】

７月下旬～８月上旬

【第２回受付期間】

１月中旬～２月中旬

*詳しい受付期間や必要書類は、国際交流センターHPにて公表

*助成が受けられるのは毎年度、１試験のみ

語学検定試験助成制度



【対象となる語学検定試験】 （予定）
※その他アジア圏言語の語学試験も対象予定

言 語 試験名称 助成対象スコア

英 語

ＴＯＥＩＣ®－ＳＷ ―

ＴＯＥＦＬ®－iＢＴ ―

実用英語技能検定（英検） ２級以上の上位級

国際連合公用語英語検定試験（国連英検） Ｂ級以上の上位級

ＩＥＬＴＳ ―

Duolingo English Test ―

中国語

ＨＳＫ（漢語水平考試） ３級以上の上位級

中国語検定試験 ３級以上の上位級

ＢＣＴ（ビジネス中国語検定試験） Ａ級以上の上位級

ドイツ語 ドイツ語技能検定試験 ３級以上の上位級

フランス語 実用フランス語技能検定試験 ３級以上の上位級



TOEFL®／
IELTS対策講座



◎大東文化大学が助成をして本来支払う金額より安価な金額で
受講できます。

【第１回受付期間】

4月中

【第２回受付期間】

7月中

※第1回で定員に達した場合は、受付を行いません。

*詳しい受付期間や申込方法は、大東文化大学DBポータル（学内ポータルサイ
ト）、本学ホームページにて情報公開（2026年度版は4月～5月更新予定）

https://www.daito.ac.jp/international_exchange/news/details_42771.html

TOEFL®／IELTS対策講座



留学にあたっての７つのお願い

その１ 留学準備段階において

その２ 留学中の学生と保護者の距離感

その３ 柔軟性

その４ 勉強面

その５ 滞在先

その６ 海外危機管理

その７ 健康面



その１ 留学準備段階において

•留学の準備から帰国までを通じて、留学手続き、学業や生活面
に関することは、大学と学生本人間で直接連絡

•海外では、大学生は一大人として扱われ、「基本的に自分のこと
は自分でする」というのが一般的であり、それが自己解決力とな
るため、留学準備段階からその状況に慣れておく必要がある

上記の理由より、各事項の決定や変更について、緊急時を除き国
際交流センターから保護者（保証人）の方へのご連絡はございま
せん。

あらかじめご理解いただきますようお願い申し上げます。



その２
留学中の学生と保護者の距離感

•病気や怪我など緊急時に備えて、ご本人と常に連絡が取れる状
態を保っておくことは大切

•頻繁な連絡により、現地に順応する前にホームシックを引き起こ
すこともあるため、過度な連絡により現地の生活ペースが乱さ
ないことも大切

◎生活、人との交流などにおいて、価値観の違いを乗り越えて

成長していくことに留学生活の大変貴重な意義があります。



その３ 柔軟性

•予想外の出来事に、本人がストレスを感じることがあっても過剰
反応は逆に現地生活に馴染む機会の妨げにもなることもある

•思い通りにならないことが多々ある中、その都度状況のせいす
るのではなく、与えられた環境でどうより良い状況にしていくか
、自分から行動を起こしていくことが、留学で求められる「柔軟
性」



その４ 勉強面

◎積極性を持って取り組むことが求められるため、授業に対する
姿勢を大幅に変える必要がある

•海外では学生からの発言・質問から授業が展開していく傾向

•予習・復習以外に、授業に対する取り組み・発言など、様々な要
素から評価

•相手に自分を理解してもらうような自己表現力も求められる



その５ 滞在先（ホームステイ）
◎現地の家族と暮らすことで文化・習慣を肌で感じながら異文化
交流できる

◎ホームステイでは自分でやれることは自分で行うのが基本

〇申し込みは必要情報を留学先のホームステイ担当者または留学
先大学から依頼されたホームステイ斡旋機関へ伝え、ホームステ
イ先が決定

• ホームステイ先の選定について
アレルギーなどの健康に関する要望は出すことは可、それ以外の要望
は基本的に不可

• ホームステイ先での注意点
意見・疑問点は、その都度確認（新しい目線で物事を考えること
が必要）随時、ホームステイ申込の際の担当スタッフへ相談が可
能



その５ 滞在先（大学寮）

•◎一般的には２～４人１部屋で、各部屋にベッド・机・クローゼット
あり、シャワー・トイレ・キッチンは共有（寮によっては、ミールプラ
ンがない場合は自炊）

〇申込は現地大学の指示に従って行う

• ルームメイトについて
特定のルームメイトのリクエストは不可（自分の価値観を押し付け
ることはせず、相手の文化や考えを尊重して理解しようとする姿
勢が必要、ルームメイトと相談し合ってルールを設定するなどが
必要）

• 退寮について
退寮や滞在先を変更する場合は、本学と留学先担当者へ事前相
談（犯罪に巻き込まれる危険性が高まる、何かトラブルが生じた
場合に大学よりサポートがしずらくなるため）



その６ 海外危機管理

•人通りの少ない道は避ける、または夜遅い時間に出歩かないと
いう基本的な注意はどこでも必要

•非常事態にも迅速な対応を取れるよう、当センターのLINEのア
カウント登録の依頼、海外危機管理の動画視聴や外務省の在留
届のオンライン登録を案内

•本学指定の海外旅行傷害保険（代行：イーコールズ株式会社保険
：東京海上日動）の加入を義務付け

•日本アイラック株式会社のアイラック安心サポート（24時間安心
サポート）を利用可能（日本語で24時間サポート体制＝『大東文
化大学国際交流センター』－『保険会社』－『24時間安心サポー
ト』で迅速に情報の共有が出来る体制）



海外旅行傷害保険
補償内容、補償金額の例（１２か月の留学）



その７ 健康面

• 本人の問題解決能力を信じる

•ストレスや戸惑いによる落ち込み状態は、一定期間を過ぎると
回復する

•ストレス等で体調を壊すこともあるため、心配な場合は当センタ
ーまでご相談を（現状を確認し、必要に応じて学生とオンライン
面談など実施いたします）



個別の留学相談にも応じています。
大東文化大学国際交流センターまで
お気軽にご連絡ください。

E-mail：
ryugaku@jm.daito.ac.jp


